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栓Kぺ た如 く透萌物質は鋼 に比較.して脆弱なためである.例 へば硝子め如き.ものは内部歪
を容易に受け.るから,或る壓力で試繍 の もめであつても遙にそれ以卞の使用壓で破壌 され る
こと.は稀でなN.工 業的施設に兒受サるゲージ稍干は數十氣緊で も往々危險 を律ふことは珍





Ama宮a正1,,Bone幻は電 氣絶縁栓 あ揚 合 と向様 に圓錐 形 の磆子 を用ひた・Fig.1
.はBoneの)iJひた ものセあつてAhtagatと異 な り接觸 面 にパ ツキ ング を使 用せ
ぬ型である・ 煽 又備 子片姻 馴 　IPI鴛頃 殼内に筱め込む・ 瀦 礒 觸
面は注意して膚 き上げることが最も.皿要なことであるL右 畠混入の右綿パヅキ
ング瓊で水晶片 を抑へ鋼瓊で鋼殻内に保痔 させる.此 は喚00氣歴發生の爆發の
.際も完全 に漏洩な しとせ られてゐ?d.W蝉3}はAmagatと幃圓錐を反對に圓堆
.
の底面を外郡 に向.ぐ様 匠用ひてパ.ヅキジグによって締附けた.前 者は1500,.後
.者は.4000kg/cm'で硝子窓が破れたのであつた..
耐匯め程度を更にあげるには硝子 又は水姑面と繊 面め間に用ひる パヅキングの質が問題 と
なると考へて此に就て吟味す.ることと,もう一つは硝子窓が圓鑵セあるため使附するに從つて
形によ.る歪が加煎されるものとして稍子片め形を變ぺ る.ことが考へ られる.そ
砦錨;㌘繍 鬻 鴬騒篝瓢 総算諜 膿 誌占'　ア ぴ
ある・勸 の一つの試 み`塒 子片 の形eOPへて鐵 と硝手 の聞1唹 け る加壓 に ょiLOf'
つて直接 生す る歪 だけ にす る考 で ある・荊 者は.Bridgmとn一派 で 口的 を津 して
ゐ るや う.であ る,後 者 はPoulteri〕,(沁llin炉》による.ものであ る.此 等 は我 々の
し
1「lg.2と同縁のも¢)で圓筒と舞 面を充分 よ儲 着させてパツキングなしで行つ
た ものであ.る・接觸面は窺き穴のため狹め.ら.れて卩的り睡 力を受ける面より小
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し此等のPoulter,〔:ollinsによつて探 られた方法 も紐立使用に際 しては金馬面に極めて薄いカ
ナダ丿シレサみの膜 をつ くa,.硝子片めバ リ附けを行つてゐる・
Poult・・.等の方法 と疵 闘 レてゴム郵 糟 ングに働jし て碾 孀 す方法との駄 硝耕
の破鰍 軾.i啣等酣 漁 い とすれば パツキングを脚 紬 のξ 用ひ麟 のとの闇の倭劣は
不 明 で あ る ド ・.、.
等考はパツキングなしで寒全に5,000.6,000kg/cm'まで試驗を行つた・充分よく硝子と金
屬め接岡面嫻 けば兩片をハ..リ附けるにバ'けムの嫌 攤 翻 を.庸・る必要がない・ ただ金
屬面に硝子を押へづ融 ぱ容易に離れ難 くな.り何等麟 劑の嬢 を勘 施 ・..ゴムパツキン
グを嚇 鑼 の間麻 れる.ごと贈 手片の腆 解 妙 ナゴ切 淋 量亭.よつて麟 を塒 す
る.iz至る.Lとが往々あ る..1
恥dgm狙拡 ゴム使屠の結果 とPointer,Collins.の揚合と.比較 して硝子片¢)破壌樣式が一致 し
でゐる.ことヵ㍉ら欺ゴt,で 圓錐形の硝子 を包 んだ掲合は無パツギングと:同效果:と.レてゐるs)
然 し・.Poultei,.Collins.り方渋 も裝壜する揚合は×ルサ厶を使幤してゐるからbパツキγグなし
とは:云ひ舷 い・ 耳.勲 の騨 にAm禦 の方法の揚舘 於ける様な象牙質使用よ.り.は蹴




許 睡 なく,.搬 を漏.らさ.瞼.(囎すれば面め研勸 坏 竕 であ.る)と.云満課 證のためと.考へ
ら,fit.rte.
轡 等が6000喚m'嘩 用・{rpj光學窓 聡2の 離 は次の姐 であ.る1蝿 又跚 子が
「ノく.ツキ.ング」.なしで硬質の金屬座の上に載サ られる.座 力は矢の方向より加は り水酪又は硝
子が白働的に金屬面と密着す32う に奪る・ 奨の密着面か らめ氣盟ρ漏洩を防.ぐため接觸兩







のである・ 膚き粉に對.して5ζな癬 く方法に對 しては發表O期 に逹 してゐない・ 石英及び硝子,
のデメン.シ.ヨ.ンは次の如 きものであつた.
石鄭 徑 邸mノ 叫 瞬 即 叩1皿の購 であつて縦 に鞭 .した鮑 や す・硝子麟 き
厚板 を切 り角桂としゼ.柱め雨靖の;隅 嫁隷め髏かれた面であるKす る.厚 さ10m/m;幅
12～lbm/m程度のもので.ある.、




む1数 千 継 下で は軟 質 ゴ ム も硬 庫 が羽》り鋼 の 如 く.切飼 可鶴 ζな るこ どを認 め た、
r:ヨ
.∴.










さとめ關係である 前者蹴 ては干渉縞Vz.よ.っで測寧 るとの方溝がある潮 …簡 め瀞 の
.、6
婀 でX"13とな7ilい酸 者呻 ℃綜壁 ←輝 哺 で㊧精 を必要とするもρでな粋燃
し理想的揚合を除 くとその面は廣い程漏洩防止に有利の如 く思はれる・ 然しよく磨.く.ためにr
は大き.さ.に制隈ホ下きれると.向時に窺き窓φ構遙がら:そう大きなもφを取わ附けするζとmt
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「 ・「 圏1 ・. ..・}
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